
領域等 評価の観点 平均 評価 生徒（成果指標） 平均 評価 保護者（成果指標） 平均 評価

1
家庭や地域への情
報発信 3.3 A 1

学校ＨＰや学年通信等で、学校や生徒の日
常の様子がリアルタイムで伝えられている。 3.2 A 1

学校ＨＰや学年通信等で、学校や生徒の日常
の様子がリアルタイムで伝えられている。 3.0 B

2
学校評議員等を活
用した学校運営推進 3.1 A

3
生徒指導方針の確
認と指導体制の推進 2.7 C 2

生徒指導方針が明確に示され、生徒の基本
的生活習慣の確立に向けて必要な指導が行
われている。

3.1 A 2
生徒指導方針が明確に示され、生徒の基本
的生活習慣の確立に向けて必要な指導が行
われている。

3.1 A

4
生徒の内面の理解を
図る指導の工夫 3.1 A 3

不安や悩み事を学校（先生）に気軽に相談で
きる雰囲気がある。 3.0 B 3

不安や悩み事を学校（先生）に気軽に相談で
きる雰囲気がある。 2.9 B

5 いじめの未然防止 3.0 B 4
学校全体として、いじめを生まない・許さない・
放置しないという姿勢が感じられる。 3.2 A 4

学校全体として、いじめを生まない・許さない・
放置しないという姿勢が感じられる。 3.0 B

6
体系的なキャリア教
育の実践 3.2 A 3.3 A 3.0 B

7
主体的な進路選択
の支援 3.3 A

8
実践的指導力の向
上 2.9 B 6

教材や指導方法の工夫が感じられる魅力的
な授業が展開されている。 3.0 B 2.9 B

9
社会の変化に対応し
た教育観の育成 3.0 B 3.0 B 3.0 B

10
ICT利活用の推進と
進化(深化) 3.4 A 7

ＩＣＴ機器が積極的に活用され、「わかる授
業」が展開されている。 3.0 B 6

ＩＣＴ機器が積極的に活用され、「わかる授業」
が展開されている。 3.0 B

11
実効ある危機管理マ
ニュアルの策定 2.9 B

12
教員の実践的な研
修・訓練 3.0 B

13
校務分掌と協働体
制の確立 3.0 B 7

学年の経営方針（どのような生徒を育てたい
のか）が示され、それに従った教育がなされて
いる。

2.9 B

14
勤務時間の適正化
推進 3.1 A 8

「ノー部活デー」の取組（適切な休養日の設
定）などにより、バランスのとれた生活を送る
環境が整えられている。

3.0 B 8
「ノー部活デー」の取組（適切な休養日の設
定）などにより、バランスのとれた生活を送る環
境が整えられている。

3.0 B

PTCA活動 15 PTCA活動の充実 3.1 A 9
学校と家庭・地域が連携し協力できる関係に
ある。 2.9 B

自ら学び自ら
考える力の育成

16
体験的・問題解決的
な学習の展開 3.1 A 9

先生からの講義だけではなく、生徒が主体的
に参加できる授業が展開されている。 3.0 B 先生からの講義だけではなく、生徒が主体的

に参加できる授業が展開されている。 3.0 B

基礎・基本の定
着

17
生徒の学力の把握と
学習習慣の確立 3.4 A 10

家庭学習習慣や基礎学力が定着するような
学習指導がなされている。 3.0 B 10

家庭学習習慣や基礎学力が定着するような
学習指導がなされている。 2.9 B

総合的な探究の
時間

18
教職員の協働体制と
創意工夫した実践 3.0 B 11

総合的な探究の時間について学校全体で取
り組み、より充実した内容になるよう心がけ
る。

3.1 A

個に応じた学習
指導の徹底

19
評価方法の創意工
夫 2.9 B 12

授業や考査・小テスト、提出物に関して、計
画的かつきめ細かな指導が行われている。 3.2 A

特別活動
(学校行事等)

20
自主的・実践的な活
動の活性化 3.2 A 13

学校行事が生徒主体で行われており、内容
や実施時期が適切である。 3.2 A 11

学校行事が生徒主体で行われており、内容や
実施時期が適切である。 3.2 A

防災教育・
安全教育

21
防災教育に係る指導
力・実践力の向上 3.2 A 14

非常時に安全迅速に行動できるように、防災
避難訓練や日常の指導が行われている。 3.1 A

健康教育 22
心身の健康維持・向上
に向けての支援体制の
充実

3.3 A 15
学校生活のあらゆる場面で、生徒が主体的
に健康で安全に過ごせるような指導や支援が
行われている。

3.1 A 12
学校生活のあらゆる場面で、生徒が主体的に
健康で安全に過ごせるような指導や支援が行
われている。

3.1 A

人権教育 23
人権教育推進体制の
充実 2.8 B 16

学校生活のあらゆる場面で、他者の人権を
尊重し、自分や相手を大切にしようとする態
度の育成が図られている。

3.1 A 13
学校生活のあらゆる場面で、他者の人権を尊
重し、自分や相手を大切にしようとする態度の
育成が図られている。

3.0 B

情報教育 24
情報活用能力と情報モ
ラルの育成 3.1 A 17

ICT利活用技術やSNS利用時などの情報モラ
ル育成ののための指導が十分になされてい
る。

3.1 A 14
ICT利活用技術やSNS利用時などの情報モラ
ル育成ののための指導が十分になされてい
る。

3.0 B

環境教育・
福祉教育

25 環境教育の推進 2.9 B 18
ゴミや省資源等の身近な環境問題への関心
を高め、環境美化に取り組む姿勢を育てる教
育がなされている。

3.1 A 15
子どもたちの生活環境・学習環境はよく整えら
れている。 3.1 A

26
グローバル人材の育
成 3.1 A 19

異なる文化や価値観を理解し尊重する態度
や、コミュニケーション能力の育成が図られて
いる。

3.1 A 16
異なる文化や価値観を理解し尊重する態度
や、コミュニケーション能力の育成が図られて
いる。

3.0 B

27
「一生懸命がかっこい
い」を具現する生徒の育
成

3.0 B 20
学校全体に、「一生懸命がかっこいい」と言え
るような雰囲気がある。 3.0 B 17

学校全体に、「一生懸命がかっこいい」と言え
るような雰囲気がある。 3.0 B

学校評議員からの意見

・文理探究科は内外から注目を集める新しい教育課程として、着実な実践の積み重ねが求められる。教育内容の充実とともに、魅力発信や志願者確保に向けた具体的な方策についても引き続き検討されたい。

・学校新聞は内容・構成ともに非常に充実しており、質の高い取組である。紙媒体での良さに加え、PDF等によるカラー配信を行うことで、写真の魅力をより効果的に伝える工夫も期待される。

・探究活動研究会におけるAI・ICTに関する講義は、教職員の理解を深めるうえで大変有益であった。今後も先進的な知見を取り入れる機会として、関谷武司先生のような専門家の招聘も検討されたい。

三者（教員・生徒・保護者）による評価結果一覧〔比較表〕　　　　　　【令和7年度評価　基準日：１月23日】

≪　４段階評価　⇒　Ａ：3.1以上　Ｂ：2.8以上　Ｃ：2.6以上　Ｄ：2.5以下　≫

評価項目 教員（行動指標）

学
校
運
営

開かれた
学校づくり

ホームページの更新、学年通信の発行等を通じ
て、保護者や地域に新しい情報を積極的に提供
する。

学校評議員会や公開授業等を通じて、学校評議
員や来校者等の意見を学校運営の改善に役立て
る。

生徒指導
(保健指導含む)

生徒指導方針を生徒・保護者に明確に示すととも
に、教職員が共通理解したうえで指導に当たる。

適宜個人面談を実施するとともにカウンセリングマ
インドの習得に努め、生徒の内面的理解に基づい
た指導を行う。

本校のいじめ防止基本方針に基づいて適切にいじ
め対策に取り組み、いじめを生まない土壌作りに努
める。

進路指導 5
保護者会・三者面談等を通じて、学校と協力
しながら、進路決定が進められている。

進路選択に係る情報を提供するさまざまな機会を
捉え、適時、面談等を通じて進路実現への意識を
高める。

・学校評議員会における各部、各学年からの報告からは、教職員が一丸となってより良い学校運営に取り組んできたことが十分に伺え、学校全体として落ち着いた教育環境のもと安定した運営がなされている
　点は高く評価できる。今後もこの良好な状況の維持・発展を期待したい。

・明城スポーツ大会や明城祭において、生徒が主体的に活動する姿が印象的であった。仲間同士で励まし合う様子からも、良好な人間関係と学校風土が感じられる。また、教職員が安全面や体調管理に十
　分配慮しつつ、時代に応じた柔軟な運営を行っている点についても高く評価したい。

・三者による評価は、一年間の取組や成果を振り返るうえで貴重な資料である。成果が見られた点についてはさらなる充実を図るとともに、十分な成果に至らなかった点については課題として整理し、次年度に
　向けた改善につなげていただきたい。

教職員の
資質向上

公開授業・研究授業及び諸課題に係る校内研修
の実施により、実践的指導力の向上を図る。

校外研修や教育研究会等で得た情報や成果を共
有し、社会の変化やニーズ、教育の新しい動向に
対応しようとする。

ICT（スマートフォンを含む）の利活用による教授方
法の研究に努め、「わかる授業」を実践する。

進路HR・講演会・三者面談などを通じ、自分
の進路実現につながる指導がなされている。

進路HR及び講演会等を活用しながら、組織的・計
画的にキャリア教育を行う。

5

危機管理
体制の整備

実情に応じた危機管理マニュアルの作成・見直し・
改善を行い、日頃から対応を意識した行動をと
る。

重大事故発生時の適切な対応や、生徒・教職員
の心のケア等についての研修を行う。

学校運営
全般

各部の指導の重点または各学年の経営方針を定
め、その実現に向けて協働する。

勤務時間の適正化（「ノー部活デー」の取組を含
む）に向けて取組むとともに、ワークライフバランス
の実現に努める。

保護者や地域に教育活動を公開するとともに、家
庭・地域ぐるみの活動の充実を図り、連携を深め
る。

教
育
課
程

主体的・対話的で深い学びの実現に向け、授業改
善に努める。

ロイロノートや「学習の記録」等の活用により、学力
の把握・基礎基本の定着を図る。

総合的な探究の時間について学校全体で取り組
み、より充実した内容になるよう心がける。

シラバス・年間指導計画を作成し、観点別評価を
適切に行うことなどにより、多様な生徒にきめ細か
い指導を行う。

生徒会活動やホームルーム活動において、生徒
の自発的・自治的な活動が行われるよう支援す
る。

課
題
教
育

防災避難訓練の実施と危険箇所の点検、救急救
命講習等により、教職員の意識と技術を高める。

生徒が心身の健康課題に適切に対応し、主体的
に健康で安全な学校生活を送れるよう指導や支
援を行う。

３年間を見通した人権LHR計画の作成や講演会
等の実施により、自他を尊重する態度を育む。

生徒がICTを適切に活用する能力の育成とともに、
SNS利用時などの情報モラルを育成する。

ゴミや省資源等の身近な環境問題への関心を高
め、環境美化に取り組む姿勢を育てる。

学校の個性化
と多様化

異なる文化や価値観を理解し尊重する態度や、コ
ミュニケーション能力を育成する。

規範意識と基本的生活習慣が確立し、自己実現
に向けて粘り強く努力できる生徒を育てる。


